
〇協議事項
（1）熱中症について
　　・高齢者は渇きを感じにくい。
　　・就寝中にトイレに行きたくないため、水分をとるのを嫌がる。寝ている間も水分はなくなっていくので
　　　就寝中も水分をとるように。
　　・シルバー事務所はシルバー会員が熱中症にならないように注意を払う義務がある。
　　・可能であれば各作業現場で対策が施されているかをチェックすべき。
　　・ファン付き作業服は気温が高い環境では高温の空気を循環させるだけになってしまうため、
　　　あまり効果がない。
　　・経口補水液は血圧が高い人や糖尿病の人はNG。
　　・塩タブレットは血圧が高い人や腎臓が悪い人はNG。
　　・スポーツドリンクは塩分濃度が低く糖分が多いため、熱中症対策としては効果が薄い。
　　・持病によって何で水分補給するべきかはかわってくる。
　　・寝付くまでしかエアコンをつけない人がいるが、夜中はエアコンをかけ続けて常に快適な状態を
　　　保つべき。
　　・熱中症の症状を自覚できないという人はほとんどいない。高齢者ならありえるかも。
　　・麦茶は水とほとんど同じ。電解質が含まれていない。
　　・アイススラリーは熱中症対策として特別有効ということはない。ものすごく暑い環境で体を冷やす
　　　目的なら効果あり。
　
（2）その他
　　・最近コロナで学級閉鎖したところがある。
　　・手足口病やヘルパンギーナが流行っているが、爆発的というほどではない。

　　・次回以降の日程に関して
　　　８月２０日（木）１３時３０分～（テーマ:夏バテ予防）

　

7月度衛生委員会議事録

場所:佐野市シルバー人材センター日時:令和8年7月16日(木)　 13:30　～　13:50


